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SUV（Standardized Uptake Value）が有用とされている。 
 近年、SUV の測定機能が SPECT（Single Photon 
Emission Computed Tomography）装置に導入されてい






【方法】SPECT/CT 装置は GE 社製 Discovery NM/CT 
670 Qsuite Pro を使用した。この装置には定量解析ソフ
トウェア“Q.Metrix”が組み込まれ、SUV の測定が可能
である。また、PC 上で動作する SUV 定量解析ソフトウ
ェアとして、日本メジフィジックス社が開発した骨シンチ
グラフィー定量解析ソフトウェア“GI-BONE”を用いた。 
 ファントムは、体幹部を想定した NEMA IEC BODY 
PHANTOM を使用した。ファントムには 99mTc 溶液が満
たされ、その中に 6 つの球体（直径 11, 13, 17, 22, 28, 37 
mm）が配置されている。球体の放射能濃度は背景領域の
3.8 倍に設定した。すなわち、球体の SUV（真値）は 3.8
となる。 




Q.Metrix および GI-BONE を用いて SUV 画像に変換し
た。CT 画像上で各球体に VOI（Volume of Interest）を
設定し、その VOI の位置情報を用いて SUV 画像から平均
値“SUVmean”を測定した。 
 
【結果】SPECT 画像上で直径 11 mm の球体は明確な認
識が困難であった。直径 28 および 37 mm の球体は明瞭
に描出されていた。 
 各球体の SUVmeanを図 1 に示す。球体の直径が小さい
と SUVmeanは設定値（3.8）よりも小さく、直径が大きく
なると設定値に近づく傾向がみられた。解析ソフトウェア















画像上で各球体を観察した場合、直径 11 mm の球体は背
景領域との明確な識別は難しく、同じようなカウント値と
考えられた。背景領域の影響（部分容積効果）があると推
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